
健康と環境保健編 ２章

３
室内の空気の
衛生的管理



今日の学習

私たちは，ふだん，あまり意識をせ

ずに呼吸をしています。空気は，私た

ちの健康にどのような影響を及ぼすの

でしょうか。ここでは，健康と環境の

関わりについて，室内の空気を例に学

習しましょう。



キーワードは

二酸化炭素

換気

一酸化炭素

一酸化炭素中毒

キーワードに注意して学習を進めよう。



部屋の空気が汚れていると感じるのは

どのようなときか，発表してみましょ

う。



［例］

・くしゃみが出るとき。

・目が痛いとき。

・息苦しく感じるとき。



二酸化炭素

室内の二酸化炭素濃度は，空気の汚れを知る

指標とされている。

• 呼吸

• 物の燃焼



室内の二酸化炭素濃度は

0.15％以下が望ましい。

（学校環境衛生基準）





室内で暖房器具を使用中

十分に供給
されている。



室内で暖房器具を使用中

不足している。



・石油，ガスなどの不完全燃焼で発生。
・無色，無臭。

酸素とヘモグロビンの結合を妨げる。

一酸化炭素

一酸化炭素中毒

頭痛，目まい，意識不明



室内の一酸化炭

素濃度は0.001％

以下と定められ

ている。（学校

環境衛生基準）

二酸化炭素より低

い濃度で，人体に

悪影響を与える。



一酸化炭素の発生源の例



閉め切った部屋で石油ストーブを

使っています。次のようなとき，

あなたはＡさんに何と言いますか。

今日の学習を踏まえて考えてみま

しょう。



［例］

ときどき換気をしないと，部屋

の中の二酸化炭素などの汚染物

質の濃度が上昇して気分が悪く

なってしまうよ。それに，酸素

が少なくなってストーブが不完

全燃焼を起こすと，一酸化炭素

が発生して中毒を引き起こす原

因になるよ。



まとめ

・空気は健康と密接な関わりがあり、

衛生的に保つためには適切に管理す

る必要がある。


